








































































































































































































































まり： 1 6c蘭です。そうですね,4c11IX 4 = 1 6cnIに
なります。
まり：大きい正方形はどうやってもとめますか。
ともや ：正方形で4X4=16c面です。
まり： 1 6c乱が2つで16X2=32で答えは32c砿
です。
※リアルタイムに書き加えながら説明するとともに，
一方的に発表するのではなく聞き手を意識して，質
問を出しながら説明している。
4. 2. 長さの分からない正方形
教師：（三角形2つ合わせて）大きさは違うけど正方形
になるよね。何でこれで求めないの。どの考えも
正方形にしているのに。
※子どもから出るであろうと思っていたが出なかった
のでこちらから示す。既習の形でも長さが分からな
いので求積できない場合があることを知らせたかっ
た。
だいすけ： 4つ合わせたら同じ形になる。
教師：なんで同じ形にならないといけないの。
まりの正方形は同じ大きさじゃないよ。
ゅうた： 1辺の長さが分からないからできない。でも
ね。一辺をはかる。（混乱する。）
教師：助けになれる人？
あや：三角形を2つに切り正方形を作る。
ゆうた：そっからやらせて。（混乱してくる）
※前に示した図形が小さく，違うと思っていたのに測
ると同じように見えたので混乱してしまった3
まり： 2 cmの場所がちがう。
※結果的には混乱したが，友だちの意見を聞き，様々
な子が解決に向けて，関わり合う姿が見られた。こ
の場面でも書き加えながら，聞き手が理解の確認を
して発表をおこなったことで，課題に対して必死に
解決しようという子どもたちの姿が見られた。最終
的には数値が小さく違いが分かりにくいという問題
があったものの，互いに考えをつなぎ ・つむごうと
いう姿が見られた場面でもあったと感じている。
図6 長さの分からない正方形を説明する場面
5 成果と課題
今年度は，思考過程の見えてくる授業を目指し，語
り始めの言葉・ノートづくり ・書き加えながらの説明
を中心に取り組んできた。中でも，ノートづくりにお
いては，板書されたものだけをかくのではなく，考え
やポイントを書き残せる子どもが増えた。今後も，どの
子も学びの軌跡が残るノートを目指し，より丁寧な指
導や声かけをしていきたい。また書き加えながらの
説明では，奥味関心をもって，友達の考えに耳を傾け
ることができていたよう芯今後一層一人一人のみ
とりを確かなものにしていき個々が質の高い考えや
深まりをより意識できるように取り組んでいきたい。
そのためにも，引き続き書き加えながら説明する活動
やノート指導を続けていきたいと考える。
研究を進めていく上で学級風土づくりがいかに大切
であるかを感じた。今後は，土台となる学級風土づく
りをより意識して実践していきたい。
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